
授業や発表でそのまま使えるような、わかりやすくて説明しやすい原稿を整えました

      

##     高校歴史教育の新しいカタチ：「歴史総合」と六層構造とは？ 

### 1. はじめに   

現代の高校歴史教育は、「歴史総合」という新しい学びに生まれ変わりました。これ

は、世界と日本の近現代をグローバルな視点から学び、「歴史から社会や未来を考える

力」を育てることを目的としています。 

この新たな学びを深めるために導入されたのが「歴史実践の六層構造」です。 

## 2. 歴史実践の六層構造とは？ 

歴史をただ覚えるのではなく、「考え、対話し、未来を創る」ための 6 つの力を段階的

に養います。 

## 3. 授業や学習活動の例 

-      **アクティブ・ラーニング**：史料分析、グループディスカッション 

-        **デジタル活用**：オンライン史料、VR 歴史体験 

-            **地域との連携**：地元の歴史を調べる探究プロジェクト 

-    **国際的な視野**：海外の歴史との比較や交流学習 



-      **発信する力**：ブログや動画で歴史を伝える 

## 4. おわりに：歴史を「自分ごと」に 

歴史実践の六層構造 探求内容 例 

歴史実証（A） 事実の探求 第一次世界大戦の原因を

探る、近代日本の産業革

命の実態を史料から読み

取る 

歴史解釈（B） 連関・構造の探求 植民地支配が現代の国際

関係に与えた影響、冷戦

の終結とグローバル化の

関係 

歴史批評（C） 意味の探求 フランス革命の「自由・

平等」の理念は現代にど

う受け継がれたか？ 

歴史叙述（D） 表現の探求 歴史エッセイの作成、歴

史のプレゼンテーション

やディスカッション 



歴史対話（E） 検証の探求 戦争責任をどう考える

か？各国の視点を比較す

る 

歴史創造（F） 行為の探求 歴史を活かした社会課題

へのアプローチ、歴史をも

とに未来の社会を考える 

 

もちろんです！授業での説明言葉として以下のように書いてみました： 

 

皆さん、こんにちは！今日は高校歴史教育の新しい形である「歴史総合」と「歴史実践の六層構

造」についてお話しします。 

まず、「歴史総合」とは何かについて説明しますね。これは、世界と日本の近現代をグローバルな

視点から学び、「歴史から社会や未来を考える力」を育てることを目的としています。つまり、歴史

をただ覚えるだけでなく、歴史を通じて現代社会や未来について考える力を養うことが重要なん

です。 

次に、「歴史実践の六層構造」についてお話しします。この構造は、歴史をただ覚えるのではな

く、「考え、対話し、未来を創る」ための 6つの力を段階的に養うものです。具体的には以下のよ

うな層があります： 

1. 歴史実証：史料をもとに事実を探ることです。例えば、「大戦の原因を史料で読み解く」こ

とが挙げられます。 

2. 歴史解釈：因果や構造を考え、歴史的な背景を探ることです。例えば、「植民地支配と今

の国際関係の関係」を考えることができます。 

3. 歴史批評：歴史の意義を現代とつなげて考えることです。例えば、「自由・平等は現代に

どう生きるか？」を考えることができます。 

4. 歴史叙述：学んだことを自分の言葉で伝えることです。例えば、「歴史エッセイを書く・発表

する」ことが挙げられます。 



5. 歴史対話：異なる意見と向き合い、共に考えることです。例えば、「戦争責任について国

際的視点で議論」することができます。 

6. 歴史創造：歴史を生かして、自分の行動や社会への関わりに活かすことです。例えば、

「歴史を活用して未来の社会を考える」ことができます。 

このように、歴史実践の六層構造を通じて、歴史をただ学ぶだけでなく、社会や未来に対して積

極的に関わる力を養うことができます。 

授業や学習活動の例としては、史料分析やグループディスカッション、オンライン史料や VR歴史

体験、地元の歴史を調べる探究プロジェクト、海外の歴史との比較や交流学習、ブログや動画で

歴史を伝えることなどがあります。 

最後に、歴史を「自分ごと」にすることが大切です。歴史を学ぶことで、社会や未来に対して積極

的に関わる力を養いましょう。 

 

このように説明すると、授業での理解が深まると思います。何か他に質問があれば教えてくださ

い！ 😊 

 

 

2025-6- 散歩に読書 「歴史を学ぶこと、歴史の学習」について 

歴史学習の新しいカタチ：「歴史総合」と六層構造について 

1. はじめに 

現代の歴史学習は、「歴史総合」という新しい学びに生まれ変わりました。 

これは、世界と日本の近現代をグローバルな視点から学び、「歴史から社会や未来を考

える力」を育てることを目的としています。 

この新たな学びを深めるために導入されたのが「歴史実践の六層構造」です。 

2. 歴史実践の六層構造とは？ 

歴史をただ覚えるのではなく、「考え、対話し、未来を創る」ための 6つの力を段階的に養

います。 

3. 授業や学習活動の例 - - - - 

**アクティブ・ラーニング**：史料分析、グループディスカッション 

**デジタル活用**：オンライン史料、VR歴史体験 

**地域との連携**：地元の歴史を調べる探究プロジェクト 

**国際的な視野**：海外の歴史との比較や交流学習 



**発信する力**：ブログや動画で歴史を伝える 

4. おわりに：歴史を「自分ごと」に 

歴史実践の六層構造 探求内容 例 

歴史実証（A） 事実の探求 

 第一次世界大戦の原因を探る、近代日本の産業革命の実態を史料から読み取る 

歴史解釈（B） 連関・構造の探求 

 植民地支配が現代の国際関係に与えた影響、冷戦の終結とグローバル化の関係 

歴史批評（C） 意味の探求 

 フランス革命の「自由・平等」の理念は現代にどう受け継がれたか？ 

歴史叙述（D） 表現の探求 

 歴史エッセイの作成、歴史のプレゼンテーションやディスカッション 

歴史対話（E） 検証の探求 

 戦争責任をどう考えるか？各国の視点を比較する 

歴史創造（F） 行為の探求 

 歴史を活かした社会課題へのアプローチ、歴史をもとに未来の社会を考える 

 

授業での説明言葉として、以下のように書いてみました： 

 皆さん、こんにちは！今日は歴史学習の新しい形である「歴史総合」と「歴史実践の六

層構造」についてお話しします。 

 まず、「歴史総合」とは何かについて説明しますね。 

これは、世界と日本の近現代をグローバルな視点から学び、「歴史から社会や未来を考

える力」を育てることを目的としています。 

 つまり、歴史をただ覚えるだけでなく、歴史を通じて現代社会や未来について考える力

を養うことが重要なんです。 

 次に、「歴史実践の六層構造」についてお話しします。 

 この構造は、歴史をただ覚えるのではなく、「考え、対話し、未来を創る」ための 6つの

力を段階的に養うものです。 

 

 具体的には以下のような層があります： 

1. 歴史実証：史料をもとに事実を探ることです。 

例えば、「大戦の原因を史料で読み解く」ことが挙げられます。 

2. 歴史解釈：因果や構造を考え、歴史的な背景を探ることです。 

例えば、「植民地支配と今の国際関係の関係」を考えることができます。 

3. 歴史批評：歴史の意義を現代とつなげて考えることです。 

例えば、「自由・平等は現代にどう生きるか？」を考えることができます。 

4. 歴史叙述：学んだことを自分の言葉で伝えることです。 



例えば、「歴史エッセイを書く・発表する」ことが挙げられます。 

5. 歴史対話：異なる意見と向き合い、共に考えることです。 

例えば、「戦争責任について国際的視点で議論」することができます。 

6. 歴史創造：歴史を生かして、自分の行動や社会への関わりに活かすことです。例え

ば、「歴史を活用して未来の社会を考える」ことができます。 

 このように、歴史実践の六層構造を通じて、歴史をただ学ぶだけでなく、社会や未来に

対して積極的に関わる力を養うことができます。 

 授業や学習活動の例としては、史料分析やグループディスカッション、オンライン史料や

VR歴史体験、地元の歴史を調べる探究プロジェクト、海外の歴史との比較や交流学習、

ブログや動画で歴史を伝えることなどがあります。 

 最後に、歴史を「自分ごと」にすることが大切です。歴史を学ぶことで、社会や未来に対

して積極的に関わる力を養いましょう 

 

 

2025-7-16 

 今朝の新聞記事(今日は世界で初めて核実験が行われた日)を読んで、核実験を題材

にした映画で、『オッペンハイマー』を思い起こしました。 

 これは、原爆開発を指揮した理論物理学者、J・ロバート・オッペンハイマーの生涯を描

いた伝記映画でしたね。 

 クリストファー・ノーラン監督が手掛け、2023年に公開されました。 

 これは、有用な「文章記事」と思い、歴史学習の解説教材としてまとめてみました。 

 80年前のできごと、そして今の世界のお話 

 

 これは、今から 80年前に起きた、とても大切なできごとについてのお話です。そして、

そのできごとが、今の世界にどうつながっているのかを教えてくれます。 

 

大切なポイント１：世界を変えた「光」 

今から 80年前の 7月 16日、アメリカの広い砂漠で、とってもすごい実験が行われまし

た。それは、原子爆弾という、とてつもなく強力な爆弾を初めて作った実験です。 

この爆弾が爆発した時、それは「すさまじい閃光（せんこう）と高熱の火球（かきゅう）」とい

う言葉で説明されています。これは、まるで太陽が地面に落ちてきたみたいに、まぶしい

光とすごく熱い炎が出た、という意味です。この恐ろしい力を持つ爆弾を、人間が手に入

れてしまった日だったんです。 



大切なポイント２：偉い人たちの考え 

この実験が成功したことは、アメリカとイギリスの偉い人たちにすぐに伝えられました。彼

らは、原子爆弾ができたことを「赤ん坊たちは満足に生まれた」という、ちょっと変わった

言葉で喜んだそうです。 

でも、この爆弾を作るのに協力した科学者の中には、「こんな恐ろしいものを使ったら、世

界がめちゃくちゃになる！」と心配して、「慎重に考えて使おう」と言った人もいました。 

しかし、当時のアメリカの大統領（トルーマンさん）たちは、その意見を聞き入れませんで

した。そして、日本にこの原子爆弾を落とすことが、偉い人たちの間で「これでいい、間違

いない」と決められてしまったのです。 

 

 大切なポイント３：トルーマン大統領の言葉戦争が終わった後、トルーマン大統領はテレ

ビで「あの時、難しい決断でしたか？」と聞かれました。すると彼は、「そんなことないよ、こ

んなに簡単だったさ」と言って、指を「パチン」と鳴らしたそうです。 

これは、原子爆弾を使うことが、彼にとっては全然難しいことじゃなかった、ということを示

しています。この話を聞くと、「なんでそんな簡単に決められたんだろう？」って、怒りを感

じる人も多いはずです。 

 

大切なポイント４：今も続く核の恐怖 

あれから 80年も経った今でも、世界は原子爆弾の「恐怖」の中にいます。世界には、9

つの国が全部で 1万 2340発もの原子爆弾を持っていると言われています。 

昔は、原子爆弾の数を減らそうという動きもあったのに、今はまたその数が増えてしまっ

ているそうです。 

 

大切なポイント５：アインシュタインのメッセージ 

文章の最後に、アインシュタインというとても頭の良い科学者の言葉が出てきます。彼

は、「もし世界で 3回目の大きな戦争が起きたら、それがどうなるかは分からない」と言い

ました。 

でも、「4回目の大きな戦争では何が使われるか教えられるよ。石だ！」と言いました。こ

れは、もし原子爆弾を使って戦争をしたら、世界中のものが全部壊れてしまって、石ころし

か残らないような、ひどい状態になる、という意味です。だから、そんな戦争は絶対にして

はいけない、というメッセージが込められています。 

この文章記事で一番言いたかったこと 

 

この文章が一番言いたかったことは、次の２つです。 

* 原子爆弾が作られた 80年前のできごとが、どれほど世界に大きな影響を与えたか。 



* そして、今も原子爆弾の危険は終わっておらず、みんなで核兵器のない平和な世界を

目指すことが大切だ、ということ。 

このお話を通して、戦争の恐ろしさや、平和の大切さについて考えるきっかけになってく

れたら嬉しいな。 

 

 何か他に聞きたいことはあるかな？ 

 


